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いていただき， 1 997年 1月より公開して






















































































































































1 996年4月'"'"'1997年 3月の 1年間，
小，中，高の各学部の教官 5名でコンビュー
タプロジェクトを立ち上げた.プロジェクト
においては先行研究を元に，知的な障害のあ
る子どもたちのコンビュータ利用の可能性を
提言としてまとめた.このプロジェクトの提
言から知的障害養護学校におけるコンビュー
タ利用について一定の方向性を得ることがで
きたと考える.この提言の中に情報発信に関
することも含まれていた.プロジェクトのホ
ームページについての提言では，先行する養
護学校のホームページを参考に本校で発信す
る必要のある内容を検討したものであった.
1 997年 4月当初にプロジェクトの提言
を受けて管理部においてホームページの作成
に取り組んだ.現在の本校のホームページの
構成はプロジェクトの提言を骨子としている.
各ページの具体的内容は，できていないため，
現在公開に至っていない.そのため現在公開
中のホームページは表題のみが表示されてい
る状態である.
5. 2 ホームページの管理体制
1 996年4月から校務分掌の中の管理部
がコンピュータを管理し 1997年4月から
ホームページの管理も行うようになり現在に
至っている.管理部の構成メンバーは小・中・
高の各学部から 1名ずつの 3名で構成されて
いる. 3名とも HTMLを知らないので，ホ
ームページをワープロ感覚で作成するアプリ
ケーションソフトを利用している.www 
サーバーへのデーターの転送は 1名が行って
し1る.
5. 3 情報発信にともなう課題
本校における情報発信は前述のように，ま
だ未熟な状態である.本校が積極的な情報発
信をしていくためには，現状では次の三つの
課題がある.
まずーっは，本校教職員の情報発信に対す
る認識を育てることである.多くの職員は，
ワープロはイ吏うがコンビュータは使っていな
いのが現状である.そのためインターネット
上での情報に接する機会が少なく，情報発信
の必要性を認識するに至っていないと考えら
れる.情報発信に対する職員の認識を変化さ
せるためには，先進校の実践や実践例をコン
ヒ。ュータ上で見たりする機会を持つことが必
要であろう.情報発信が学校の情報公開とし
ての当然の実践であると実感できれば，自ず
と職員それぞれが手持ちの情報を吟味レ情報
発信をするようになると考える.
二つめは，各ページの具体的内容を検討し
決定し公開するまでの手順や手続きが暖昧な
ことである.どこがどのページを担当し，原
案を作成し，どのように検討して，どのよう
な手続きで実際に公開していくのが，組織的
な手順や係を明確にする必要がある.具体的
には各ページの具体的内容を校務分掌の各係
や各学部で検討後，原案を管理部がホームペ
ージに作成していくような方向が望ましいで
あろう.
三点目は，ホームページの係が 3名ともコ
ンピュータやインターネットに関する基礎的
な技術的知識を持たなかった点である.この
点に関しては，係の自己研修が必要である.
また，学内外の人的資源を活用する具体的な
方法を考えることも必要と思われる.
5. 4 情報発信に関する今後の展望
先進校においては情報発信をきっかけに，
他校とのメールを使った交流や共同作業(コ
ラボレーション)等が実践されている.
本校においては，まず，各ページの内容を
作ることが必要である.具体的には，各分掌
の係や各学部ごとにそれぞれの責任において
それぞれのページの原案を検討し管理部でペ
ージとして試作することが必要である.
(上回文啓)
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